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第４章 重点区域の位置及び範囲 

１．重点区域設定の考え方 

本計画における重点区域は、歴史上価値の高い建造物が集まり、国見町固有の歴史及

び伝統を反映した活動が現在も行われ、かつ良好な市街地環境を形成している地区に設

定する。また本計画において、重点区域での事業を重点的に実施することにより、歴史

的風致の維持及び向上が効果的に図られる範囲とする。 

「阿津賀志山の合戦と顕彰・教育活動にみる歴史的風致」は、本町における地政学的

な意義と本町のシンボルである阿津賀志山から阿武隈川に至る 3.2ｋｍにわたり築かれ

た防塁、そして、そこでくりひろげられた文治５年(1189)の阿津賀志山の合戦や奥州藤

原氏、源義経に関係する伝承、伝説について、現代まで顕彰・教育活動の場として受け

継がれてきた。 

また旧奥州街道に宿場が形成され、藤田宿では「旧奥州街道藤田宿における歴史的風

致」（鹿島神社例大祭にみる歴史的風致・在郷町の市にみる歴史的風致）、貝田宿では

「旧奥州街道貝田宿にみる歴史的風致」が往時の面影を残す歴史的建造物や短冊状に残

る町割りとともに今も継承されている。      

一方、近代における人々の生業や風土に影響を受けながら、この地区固有の建造物と

して石蔵が今もなお大切に利用されており「石蔵と石工技術にみる歴史的風致」を形成

している。宿場以外では、古くからの利用方法が今も残る「光明寺集落の水利用にかか

る歴史的風致」があり、「内谷春日神社の祭礼にみる歴史的風致」「鳥取福源寺観音講

にみる歴史的風致」など旧村落単位で独自の歴史的風致が息づいている。 

これら本町の歴史的風致は、国見町のシンボルである阿津賀志山を望み顕彰・教育活

動が行われている範囲で藤田、貝田、光明寺で行われる歴史伝統を反映した活動、石工

技術の活動や旧街道沿いの宿場と古くからの水利用が残る光明寺地区が特に重なり、本

町固有の歴史や伝統を反映した人々の活動が今も行われ、良好な市街地環境を形成して

いる。 

 しかし、本町を代表する文化財の阿津賀志山防塁は、長大な史跡であるため、指定に

よる管理や日頃の保存・管理が行き届かず、来訪者を受け入れる環境が整っていない。 

さらに、本町の旧宿場町・農村集落では、往時の豪商や宿場の発展を今に伝える歴史

的建造物と、地区住民が受け継いできた祭礼や市が一体となり歴史的風致を形成してい

るが、高齢化や人口の減少により、歴史的建造物は空き家や老朽化が目立ち、また担い

手不足により祭礼は簡略化され、歴史的風致が失われつつある。 

 こうしたことを踏まえ、阿津賀志山と山裾から構築された防塁、街道沿いの宿場と古

くからの水利用が残る光明寺集落、石蔵と石工技術の歴史的風致の範囲が重なった部分

を重点区域に設定し歴史的風致の維持向上を図る各種施策を展開していく。 
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■国見町の歴史的風致の分布図 

 

  

１．阿津賀志山の合戦と顕彰・教育活動にみる歴史的風致

２．旧奥州街道藤田宿における歴史的風致

鹿島神社例大祭にみる歴史的風致

在郷町の市にみる歴史的風致

３．旧奥州街道貝田宿にみる歴史的風致

４．石蔵と石工技術にみる歴史的風致

５．光明寺集落の水利用にかかわる歴史的風致

６．内谷春日神社の祭礼にみる歴史的風致

７．鳥取福源寺観音講にみる歴史的風致
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２．重点区域の範囲  

重点区域は、「阿津賀志山の合戦と顕彰・教育活動にみる歴史的風致」と「旧奥州街道藤

田宿における歴史的風致」、「旧奥州街道貝田宿にみる歴史的風致」、「石蔵と石工技術にみ

る歴史的風致」、「光明寺集落の水利用にかかわる歴史的風致」の５つの維持向上すべき歴

史的風致が重なり合う地域を重要な場所として設定する。 

本区域は現在も顕彰・教育活動の場となる阿津賀志山及び、史跡阿津賀志山防塁を核と

して、藤田宿の「鹿島神社例大祭」と在郷町の市、貝田宿の祭礼と講の活動、光明寺集落

の水利用、石工技術の継承が行われている。さらに往時を偲ばせる歴史的建造物・石蔵及

び町割りを残す２つの宿場、農村集落が存在している。 

 これらの歴史的風致は、草刈りなどの日常的な管理が行き届かず、良好な歴史的・文化

的景観も阻害され、歴史的遺産の本来持つ姿が失われつつある。さらにアクセスの不便さ、

情報発信不足から認知度や関心が低い状況となっている。また高齢化や若年層の転出は祭

礼・伝統芸能の実施を困難なものとしている。 

一方旧宿場町と農村集落は、歴史的建造物が残っていたが、多くが震災や経年劣化によ

り取り壊され、わずかに残った建造物も滅失の危機にさらされている状況にある。 

そのため、区域の設定にあたっては、阿津賀志山を望む地区としつつ、防塁と旧街道の

区域、旧奥州街道上の歴史的建造物が今なお残る、２つの旧宿場町やそこで行われる祭礼、

また古くからの水利用が今なお続く光明寺地区を包含する区域とする。 

国見町歴史的風致維持向上区域は桑折町との行政界からＪＲ東北本線沿いに北へ進み、

阿津賀志山を囲むように林道水晶森線を進み、再びＪＲ東北本線沿いにさらに貝田地区へ

進み、宮城県との行政界まで至る。国道４号沿いに南下し、県道大枝貝田線にて東へ進み、

県北都市計画区域線に沿うように東へ進む。西根上堰沿いに西へ進み、牛沢川と交差する

ところから南へ伊達市との行政界まで進む。そして滝川やさらに町道に沿いながら西へ桑

折町との行政界までを区域とする。 

 

名 称  国見町歴史的風致維持向上区域 

面 積  1,115ｈａ 
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■重点区域「国見町歴史的風致維持向上区域」と区域内の指定文化財 

 

※この地図の作成に当たっては、国土地理院の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号平成 26 情使、第 590 号） 

史跡 阿津賀志山防塁

史跡 石母田供養石塔

登録有形文化財
奥山家住宅

重要文化財
旧佐藤家住宅

史跡 藤田城跡

史跡 堰下古墳

史跡 石母田城跡

史跡 森山第４号墳

有形文化財
貝田姥上沢旧鉄道レンガ橋

天然記念物

御瀧神社湧水

史跡 岩淵遺跡

凡例

重点区域

阿津賀志山防塁(未指定地含)

国指定文化財

県指定文化財

町指定文化財

国登録有形文化財

神 
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■重点区域内における昭和 20年(1945)以前の歴史的建造物の分布状況 

 

※この地図の作成に当たっては、国土地理院の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号平成 26 情使、第 590 号） 
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■重点区域「国見町歴史的風致維持向上区域」境界図 

 

Ⓐ～Ⓑ ＪＲ東北本線 Ⓘ～Ⓙ 国道 4 号 Ⓡ～Ⓢ 町道 5 号線 

Ⓑ～Ⓒ 町道 2009 号線 Ⓙ～Ⓚ 牛沢川 Ⓢ～Ⓣ 町道 116 号線 

Ⓒ～Ⓓ 町道 2149 号線 Ⓚ～Ⓛ 県道大枝貝田線 Ⓣ～Ⓤ 町道 6 号線 

Ⓓ～Ⓔ 林道水晶森線 Ⓛ～Ⓜ 光明寺大字境 
Ⓤ～Ⓥ 

町道 3188 号線 

町道 3077 号線 Ⓔ～Ⓕ 林道原町線 Ⓜ～Ⓝ 県北都市計画区域線 

Ⓕ～Ⓖ ＪＲ東北本線 Ⓝ～Ⓞ 西根上堰 Ⓥ～Ⓦ 主要地方道浪江国見線 

Ⓖ～Ⓗ 宮城県との行政界 Ⓞ～Ⓟ 牛沢川 Ⓦ～Ⓧ 町道 4 号線 

Ⓗ～Ⓘ 町道 4001 号線 Ⓟ～Ⓡ 滝川 Ⓧ～Ⓐ 桑折町との行政界 

  

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ Ⓓ

Ⓔ
Ⓕ

Ⓖ Ⓗ

Ⓘ
Ⓙ Ⓚ

Ⓛ Ⓜ

Ⓝ

Ⓞ

Ⓟ
Ⓡ

Ⓢ

Ⓣ

Ⓤ

Ⓥ

Ⓦ

Ⓧ
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３．重点区域における歴史的風致の維持及び向上の効果 

 本計画における重点区域は、本町のシンボルである「阿津賀志山」と、その裾野を越え

る街道の宿場町、街道を遮るように構築された阿津賀志山防塁、湧水利用により発展した

集落などである。 

本町の重点区域内において、関連する歴史的風致を一体的、かつ、重点的に維持向上さ

せることで、本町における固有の歴史遺産の存在意義を町内外に示し、観光等の魅力を増

大させることができる。 

また、歴史的風致の維持向上により町民が、本町固有の歴史や伝統に対する理解を一層

深めることで、町民の意識が向上し、この町に対する「誇り」や「愛着」がさらに強まる

ことが期待される。これにより本町の重点区域外の歴史的風致や地域住民等のまちづくり

活動にもその効果が広がり、歴史を活かしたまちづくりが一層推進されることが期待でき

る。 
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４．良好な景観の形成に関する施策との連携 

（１）都市計画との連携 

本町では活力にあふれ、豊かな自然環境と共生する、学術・文化都市を都市づくりの理

念とする「県北都市計画区域」に山間部を除く全域 2,600ha が指定され、無秩序な市街化

を防止し、計画的な市街地の整備と農業や自然環境との調和と保全を図るため区域区分を

定めている。 

本計画の重点地区は、阿津賀志山を除き、県北都市計画区域に入り市街化区域を概ね包

含する。市街化区域は、旧奥州街道藤田宿を核とする中心市街地が指定され、用途地域が

定められている。旧家や町屋が残る地域は、近隣商業地域に指定され、ニュータウンや町

営住宅地では第一種低層住居専用地域として、最低敷地 200 ㎡、高さ制限 10ｍ、壁面後退

1.5又は 1.0ｍの制限がかけられ、景観や街並みに配慮している。 

今後は歴史を活かしたまちづくりに取り組むことから、都市計画との適切な連携を図る

ことで、良好な市街地と街並み景観が形成されていくよう誘導を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■県北都市計画区域と重点区域 

 

 

 

市街化区域 

重点区域 

県北都市計画区域 
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（２）景観法との連携 

本町は、良好な景観を形成している県土の景観形成施策を推進するために策定された「福

島県景観計画」による景観計画区域に町全域が指定されている。福島県景観計画では、届

け出が必要な行為及び景観形成基準が定められ、一定規模以上の建築物・工作物等の開発

に対し良好な景観を形成するよう規制している。 

本町には、奥羽山脈を西に擁し、雄大な山並みと阿武隈川の恵みを背景に美しい田園風

景が広がる農村景観、および奥州街道・羽州街道沿いに形成された街道集落を中心とする

歴史的景観、旧宿場町を母体とする都市景観など、多様で良好な景観が形成されている。 

特に重点区域では、本町のシンボルである阿津賀志山と阿津賀志山防塁を中心に、周辺

伝承地が一体となった歴史的景観、旧藤田宿・貝田宿の町並みが作り出す宿場町の景観、

光明寺集落における古代からの水利用を反映した農村景観が存在する。また国見石を用い

た石蔵や町屋・養蚕住宅など歴史的建造物及び豊かな自然・田園風景により構成された本

町固有の景観を作り出している。 

重点区域以外にも、旧羽州街道小坂宿など往時を偲ばせる歴史的建造物・町割・水路・

石蔵が多数残る。これらの歴史遺産とともに、雄大な山並みと一体となった景観を維持し、

後世に継承するため、景観行政団体へ移行するとともに、景観法に基づく景観計画を策定

する。 

 

■福島県景観計画区域における届出の必要な行為 

 

  



 

177 

 

（３）屋外広告物法との連携 

本町における屋外広告物は、福島県屋外広告物条例により規制されている。この条例で

は、「良好な景観の形成」及び「歴史的風致の維持」などの観点から、町の美観や自然景

観を損なわないような規制が定められている。 

本町の重点区域内には、原則屋外広告物を表示できない特別規制地域と市町村長の許可

が必要になる普通規制地域が混在しており、良好な景観が阻害されることが懸念される。  

よって重点区域内の屋外広告物設置については、今後策定予定の国見町景観計画及び福

島県との協議により、適正な管理と歴史的風致維持向上に努めるものとする。 
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（４）阿津賀志山防塁保存管理計画 

昭和56年(1981)に、全体の約３分の１が史跡に指定された阿津賀志山防塁は、平成６年

(1994)に策定された「阿津賀志山防塁保存管理計画」に基づき適切な保存・管理が図られ

てきた。保存管理計画では、史跡指定地と未指定地が混在するため長大な阿津賀志山防塁

を７つの管理基準に分け、規制及び今後の保存に向けた方針を示している。 

未指定地では追加指定のための掘調査を行い、同時に史跡の説明板・案内板を設置する

ものである。また、今後の保存・管理・整備についても検討することが方針として定めて

あり、現在に至るまでの指針となっている。 

■阿津賀志山防塁保存管理基準 

管理基準 位置 地区名 規制内容 今後の保存に向けた方針 

Ａ ② 下二重堀地区 【史跡指定地】 

・文化財保護法によ

る現状変更の届出

による規制 

・周辺未指定遺構の追加指定を行

う。 

 

Ｂ ⑥ 高橋地区（指定） ・発掘調査を行い追加指定する。 

 

Ｃ ⑫ 国道４号北側地区 ・指定範囲の明示を行う。 

・一部を史跡公園として整備する。 

 

⑭ 二重堀始点地区 

⑮ 阿津賀志山山頂地区 ・指定範囲を確認し公有化を行う。 

・史跡公園整備 

Ｄ ⑨ 遠矢崎地区 【史跡未指定地】 

※埋蔵文化財包蔵地 

・文化財保護法によ

る開発に対する届

出による規制 

・範囲を確認し追加指定を行う。 

・指定後、公有化して整備する。 

⑪ 東国見・西国見地区 

⑬ ＪＲ東北本線・東北自動車

道間 

Ｅ ① 欠下地区 ・発掘調査を行い追加指定する。 

Ｆ ④ 大橋・下入ノ内地区 ・発掘調査により遺構を確認し、追

加指定について検討する。 
⑤ 高橋地区（未指定） 

⑦ 赤穂地区 

⑩ 国見内地区 

Ｇ ③ 原前道下地区 ・現況の保存に努力する。 

⑧ 大久保・手代田地区 

⑩ 国見内地区 



 

180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■阿津賀志山防塁保存管理基準区域 

①欠下地区 

②下二重堀地区 ③原前道下地区 

④大橋・下入ノ内地区 

⑤高橋地区（未指定） 

⑥高橋地区（指定） 

⑦赤穂地区 

⑧大久保・手代田地区 

⑨遠矢崎地区 

⑩国見内地区 

東国見・西国見地区⑪ 

⑫国道４号北側地区 

⑬  

⑭二重堀始点地区 

 

 
⑮阿津賀志山山頂地区 


